
株主メモ

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日

定時株主総会および期末配当については
毎年3月31日
中間配当および株主優待については
毎年9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法

電子公告により行います。ただし、電子公
告によることができない事故・その他やむ
を得ない事由が生じた場合は、日本経済新
聞に掲載して行います。

（公告掲載アドレス） http://www.takano-net.co.jp/ir/index.html

【株式に関するお手続きについて】
●特別口座に記録された株式

お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●特別口座から一般口座への振替請求
●単元未満株式の買取請求
●氏名・住所等の変更
●特別口座の残高照会
●配当金の受領方法の指定（※）

特 別 口 座 の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）
［手続き書類のご請求方法］
○音声自動応答電話によるご請求
　0120-244-479（通話料無料）
○インターネットによるダウンロード
　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会 
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株 主 名 簿
管 理 人

（※）特別口座に記録された株式をご所有の株主さまは配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

●証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

●上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。

当社本社所在地のある長野県のアンテナショップ「銀座NAGANO」が昨年10月、東京都中央区銀座にオープンしました。コ
ンセプトとして『フェアではなくシェア』単なるアンテナショップではなく信州のしあわせをシェアする場所に、『伝えるだ

けでなくつながる』信州と首都圏、信州と世界がつながっていくきっかけを生み出す場に、『観光地ではなく関係地』「コト」「ヒ
ト」「モノ」を通じて何度でも訪れたくなる目的地に、が掲げられ、信州の「ステキ」を発信する場となっています。ショップス
ペースには信州の生活雑貨や伝統食、世界に誇るナガノワ
イン、日本酒、ジビエ、野菜、果物を取り揃えており、店
内のカウンターで味わうこともできます。また商品だけで
なく、陳列棚や床板に県産の木材を使うなどこだわりの店
内となっています。イベントスペースや観光インフォメー
ションコーナーもあり、信州への移住を相談できる窓口も
完備しています。他県のアンテナショップとは一味違う
ミュージアムのような店づくりは一度は訪れる価値があり
ます。お近くにいらした際にはぜひお立ち寄りください。
URL：http://www.ginza-nagano.jp/

NAGANO trend 28
長野100％スペース　～銀座NAGANO～
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To Our Shareholders株主のみなさまへ

連　　結 単　　体

売　上　高 21,300百万円
（前期比15.9％増）

18,360百万円
（前期比15.7％増）

経常利益 1,100百万円 900百万円
当期純利益 760百万円 610百万円

当期の業績について

次期業績の見通しについて

代 表 取 締 役 社 長

当期純利益 売上高当期純利益率
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今後の見通しにつきましては、新興
国をはじめとする海外の景気の下振
れ懸念もあるものの、企業収益の改
善に牽引され、引き続き景気は緩や
かに回復していくものと思われます。
このようななか、中期経営計画「Grow 
up 63」の最終年度にあたる次期に
おいて、当社グループは、計画の達
成に向けて、確実かつ迅速に施策を
実行し、成果に結び付けてまいりま
す。
次期の業績につきましては、売上高
21,300百万円、営業利益970百万
円、経常利益1,100百万円、当期純
利益760百万円を見込んでおりま
す。また、次期の年間配当金は1株
につき10円を予定しております。

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府等によ
る経済・金融政策を背景に、株価の堅調な推移や企
業収益の改善が見られ、また、雇用情勢の改善によ
り個人消費も底堅い動きとなるなど、景気は緩やか
な回復基調で推移いたしました。
このような環境のもとで、当社グループは中期経営
計画「Grow up 63」の達成に向け、計画の２年
目にあたる当年度は、計画の基本方針である「中期
的な事業の成長を確保するため、新しい分野に対す
る『攻め』を徹底的に行う」を推進すべく、引き続

き、重点的かつ積極的な経営資源の投入により、成
長施策を推進してまいりました。
その結果、住生活関連機器事業オフィス用椅子の販
売の増加および検査計測機器の販売の回復により、
当連結会計年度の売上高は18,378百万円で、前連
結会計年度比2,874百万円、18.5％の大幅な増収
となりました。
また、利益面につきましては、資材価格の上昇、検
査計測装置販売価格の低下等の影響はあったもの
の、積極的な合理化の推進、販売拡大による粗利益
率の改善等により、営業利益280百万円（前連結会
計年度は営業損失219百万円）、経常利益453百万
円（前連結会計年度は経常損失99百万円）、当期純
利益339百万円（前連結会計年度は当期純損失218
百万円）となりました。

株主のみなさまには、平素から格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
当社の第62期業績ならびに次期の見通しについて次のとおりご報告させていただきます。

次期業績の見通し
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Special Topics特 集  中期経営施策　医療機器関連分野への取り組みについて

医療機器関連分野での事業化取り組みに係る考え方

各事業分野等における医療機器関連での事業化の取り組み内容について

タカノでは、中期経営計画「Grow up 63」（2014年3月期～2016年3月期）を策定・推進しておりますが、
今回は、新たな成長に向けて、その中期経営計画「Grow up 63」の主要施策の一つとして位置づけられ
ている「医療機器関連分野での事業化加速」への取り組み状況について、その概要をご説明します。

産学連携による新製品　立位手術術者体位保持機器「サージカルボディサポート」発売

タカノでは、ばねの製造に始まり、オフィス家具、エクステリア製品へ、そして、電磁アクチュエータや液晶などを
検査する画像処理検査装置などのエレクトロニクス関連製品、さらには、福祉機器関連製品へと新分野への参入を行
い、常に新しい製品の開発にチャレンジしてきました。
中期経営計画「Grow up 63」の主要施策として、これらの事業で培った技術を応用させ、より社会に貢献すべく、
福祉機器という範疇の事業領域から医療機器まで、広い視野で事業をとらえ、事業化に取り組むことを定めて、各事
業分野において医療機器関連分野への取り組みを行っております。
なお、医療機器分野は医薬品医療機器等法（旧薬事法）に定まる規制等もあり、参入障壁の高い分野でありますが、
タカノでは、これらに対して果敢に挑戦し、新たな事業化への展開を果たしてまいります。

タカノでは、かねてから医療・診療空間の体位保持等にかかるストレッチャーなどの製品分野の開発に取り組んでき
ましたが、本年3月、新たな分野の製品として、立位手術術者体位保持機器「サージカルボディサポート」を発売し
ました。
医学・医療技術の進歩に従い、外科分野においても技術進歩がなされる一方、手術も微細な技術を要するものになり、
特に脳神経外科の分野では、手術者が顕微鏡で術部を見ながら、長時間、同じ姿勢で手術を続ける例が多くなってき
ています。手術中は顕微鏡をのぞきながらフットペダルにより、足で手術機器を操作する必要があるため、体位の安
定性向上とともに、下肢への負担軽減が課題となっていました。
タカノでは、これらの課題に対して、オフィス椅子・福祉機器の開発製造により培った技術に加え、信州大学医学部
との共同研究を進めることにより、顕微鏡手術下における体幹・上肢の安定性向上、長時間手術時の下肢にかかる負
担軽減が図れる新製品「サージカルボディサポート」を開発し、本年3月に販売開始。現在、販売促進活動を展開し
ています。
今後においても、医療・診療空間で活用される製品の開発を進め、この分野での事業化を加速させてまいります。

タカノでは、以下の事業分野において、医療機器関連の事業化取り組みを行っており、今後もその幅を広げてまいります。

事業分野 具体的取り組み内容 取組みフェーズ

医療福祉機器分野
・内視鏡検査・診察台　「コンバーMT」
・嚥下造影等対応チェア　「コンバーVFX」　　……等

販売開始
販売開始／開発中

産業機器分野
・医療分析機器の流体制御部で使用される電磁アクチュエータ
・医療機器の流体制御部で使用される電磁アクチュエータ　　……等

販売開始
販売開始／開発中

新事業開発分野
・内視鏡検査用Wifi（無線）カメラ
・体外診断医薬品の研究
・体外診断機器の研究・開発　　……等

販売開始
開発中
開発中

（写真　サージカルボディサポート）
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クローズアップ  タカノ「百年企業を目指して」　　 インフォメーションClose Up TAKANO Information

2015年4月16～18日、インテックス大阪において 
「バリアフリー2015」が開催されました。この展示会は
高齢者・障がい者の快適な生活を提案する総合福祉展で
あり、当社からは車いす用クッション各種、折り畳み式
歩行車「U Walker」、寝たきりの方でも安全に移乗・移
動が行えるストレッチャー車いす「コンバー3αEL」等
を出展しました。お客様からは、「親に使ってもらいた
い」、「リハビリによさそう」など今後の励みになるご意
見をいただいた一方で、製品開発の課題となる厳しいご
意見もいただきました。
いただいたご意見を参考にし、今後の開発に結び付ける
とともに、今後もひとりでも多くの方にタカノハート
ワークス製品を使ってもらえるよう努めてまいります。

Close Up
第21回「バリアフリー2015」に出展 タカノ通信Vol.37においてお願いをいたしましたアンケー

トでは、多くのみなさまに、貴重なご回答、ご意見をいただ
きました。この場を借りて、御礼申し上げます。
お葉書一枚一枚の向こう側に、株主のみなさまの当社に対す

るあたたかな思いを感じ、厳しくも優しい励ましのお言葉か
らは、私ども一同、身の引き締まる思いでありました。
以下に、みなさまからいただきました貴重なご回答の一部を
ご報告いたします。

当社では、引き続き株主アンケートを実施させていただき、みなさまのご意見・ご要望等を今後のタ
カノ通信の編集に活かすとともに、より良いＩＲ活動の実施に活かしてまいりたいと考えております。
つきましては、同封いたしました ｢アンケートはがき｣ にお気づきの点などご記入のうえ、ご返送
いただければ幸いです。みなさまのご協力、よろしくお願いいたします。

株主アンケートのお願い

200 40 60 80 100% 200 40 60 80 100%

●経営方針について
明確である わかりにくい 無回答 高い ふつう 低い 無回答

●利益水準について

200 40 60 80 100% 200 40 60 80 100%

●財務基盤について
安定 不安定 よくわからない 無回答 積極的 ふつう 消極的 無回答

●情報公開について

70.6 23.8 5.6

60.0 12.1 4.523.4 16.6 75.9 3.34.2

7.3 61.8 28.5 2.4

株主アンケート結果のご報告F＆H部門

現在タカノでは、長野県駒ヶ根市にある当社エクステリア工場内に「（仮称）ルビーの里」を本年7月1日にオープンすべく開設準
備を行っております。（仮称）ルビーの里は、エクステリア部門主力製品であるオーニング関連製品のショールームと、一般の方
に常時開放する公園・遊歩道で構成する予定です。

『憩いの空間を提供するための「オーニング」をショールーム開設を機にもっとみなさまに知っていただきたい』『ルビーの里を
通じ、ご来園いただいたみなさまに憩いの時間を提供するとともに、タカノ株式会社
を多くのみなさまに知っていただくための情報発信拠点にしたい』という想いのもと、
みなさまに喜んでいただけるようオープンに向けた準備を進めています。
園内から眺める壮大な中央アルプスと南アルプス、季節の花々、特に秋の高嶺ルビー

（赤花そば）の花は絶景となる予定ですので、お近くにいらした際にはぜひ一度ご来
園ください。

【（仮称）ルビーの里】
タカノ株式会社　エクステリア工場
〒399-4117長野県駒ヶ根市赤穂14-353
TEL：0265-81-1575

Close Up
「エクステリア工場～ルビーの里～」オープン
エクステリア部門
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements連結決算概要（要旨）

当　期
（2014年4月1日から2015年3月31日まで）

前　期
（2013年4月1日から2014年3月31日まで）

売上高 営業損失 経常損失 当　期
純損失

売上高 営業利益 経常利益 当　期
純利益

税金等調整前
当期純利益

280

営業外収益
189

営業外費用
15

特別利益
0

特別損失
56

453
397

339

15,503

△219 △99 △218

18,378

売上原価
販売費及び一般管理費

15,004
3,093 59

△0
58

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

法人税等合計

当期末
（2015年3月31日現在）

前期末
（2014年3月31日現在）

当期末
（2015年3月31日現在）

前期末
（2014年3月31日現在）

負債
7,307

純資産
26,070

現金及び預金
10,058

現金及び預金
9,582

有形固定資産
6,893

無形固定資産
307

投資その他の資産
5,483

有形固定資産
6,819

無形固定資産
265

投資その他の資産
6,116

負債・純資産合計
33,378

資産合計
33,378

流動資産
20,177

固定資産
13,201

流動負債
6,309
固定負債
998

株主資本
25,870

その他の包括利益
累計額
199

流動負債
6,771
固定負債
922

株主資本
26,080

その他の包括利益
累計額
571

流動資産
21,660

固定資産
12,685

資産合計
34,345

負債
7,693

純資産
26,652

負債・純資産合計
34,345

当　期
（2014年4月1日から2015年3月31日まで）

連結キャッシュ・フロー計算書

営業活動の結果得られた資金は、前期と比較して902百万円増加の395百万円と
なりました。これは、前受金の増加額において1,325百万円の収入減となる一方、税
金等調整前当期純利益が547百万円増加したこと、棚卸資産の増加額において
1,139百万円の支出減となったこと、仕入債務の増減額において491百万円の収
入増となったこと等によるものです。
投資活動の結果得られた資金は、主に定期預金の預入と払戻に係る収支が前期と
比較して740百万円の収入増となったこと、投資有価証券の取得による支出が前
期と比較し503百万円の支出減となったこと、投資有価証券の売却による収入
1,213百万円が生じたこと等により、前期から2,228百万円増加し、249百万円と
なりました。
財務活動により支出した資金は、主にリース債務の返済による支出が前期から17
百万円増加する一方、長期借入金に係る収支が前期比55百万円の支出減となった
こと等により、37百万円減少し、227百万円となりました。

Point

現金及び現金同等物の
期首残高

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
期末残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

8,972

9,468
395395

249249 △227

78

住生活関連機器
8,858百万円
48.2%

産業機器
2,137百万円
11.6%

検査計測機器
5,274百万円
28.7%

機械・工具
1,242百万円
6.8%
エクステリア
864百万円
4.7%

セグメント別売上高構成比

売上高（外部顧客への売上高） セグメント損益
前期 当期 増減率 前期 当期 増減率

住生活関連機器 8,459 8,858 4.7％ 217 299 37.7％
検査計測機器 2,972 5,274 77.4％ △491 △151 －％
産業機器 2,182 2,137 △ 2.1％ 126 156 24.3％
エクステリア 873 864 △ 1.0％ △107 △ 93 －％
機械・工具 1,016 1,242 22.3％ 45 72 59.2％
セグメント間取引消去 － － －％ △ 10 △ 4 －％

合計 15,503 18,378 18.5％ △219 280 －％

連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

セグメント別概況 （単位：百万円）
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グループ会社（2015年3月31日現在）

役　員（2015年6月26日現在）

ホームページのご紹介

タカノでは、株主・投資家のみなさまへの
タイムリーな情報提供および双方向の情報
交換を目的に、ホームページに会社情報を
掲載しております。ぜひご覧ください。

http://www.takano-net.co.jp

●株式・株主の総数
発行可能株式総数 50,000,000株
発行済株式総数 15,721,000株
株主総数 5,553名

●大株主 

株主名 当社への出資状況
持株数 持株比率

コクヨ株式会社 2,151,500株 13.68％
堀井　朝運 1,487,400株 9.46％
日本発条株式会社 1,151,500株 7.32％
みずほ信託銀行株式会社 1,000,000株 6.36％
株式会社鷹山 955,700株 6.07％
タカノ株式会社 524,734株 3.33％
鷹野　準 442,000株 2.81％
鷹野　力 424,100株 2.69％
一般財団法人鷹野学術振興財団 330,000株 2.09％
株式会社八十二銀行 283,900株 1.80％

（注）みずほ信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて日本発条株式会社の信託財産であります。

●所有者別株式の分布状況

●株価の推移

その他法人
5,297,700株 （33.70％）

金融商品取引業者
197,003株 （1.25％）

金融機関
2,227,900株 （14.17％）

自己名義株式
524,734株 （3.33％）

個人・その他
6,612,868株 （42.07％）

外国法人等
860,795株 （5.48％）

110,000

220,000

330,000
タカノ株式・売買高

600

700

タカノ株価800

20,000

10,000

15,000

日経平均株価

2014/10 2015/12014/11 2014/12 2015/42015/3 2015/52015/2

（円）

（株）

2014/10 2015/12014/11 2014/12 2015/42015/3 2015/52015/2

代表取締役社長 鷹 　 野 　 　 　 準
専 務 取 締 役 鷹 　 野 　 　 　 力
常 務 取 締 役 小 田 切 　 　 　 章
常 務 取 締 役 大 　 原 　 明 　 夫
取 締 役 久 留 島 　 　 　 馨
取 締 役 臼 　 井 　 俊 　 行
取 締 役 玉 木 昭 男
取 締 役

（ 社 外 取 締 役 ）
黒 　 田 　 章 　 裕

取 締 役
（ 社 外 取 締 役 ）

嘉 戸 廣 之
常 勤 監 査 役 戸 　 枝 　 茂 　 夫
監 査 役

（ 社 外 監 査 役 ）
長 谷 川 　 洋 　 二

監 査 役
（ 社 外 監 査 役 ）

小 澤 輝 彦

商 号 タカノ株式会社
本社所在地 長野県上伊那郡宮田村137
創 業 1941年7月1日
設 立 1953年7月18日
資 本 金 20億1,590万円
事 業 内 容 事務用椅子、その他椅子等の

オフィス家具、ばね、エクス
テリア製品、エレクトロニク
ス関連製品、医療・健康福祉
機器の製造ならびに販売

従 業 員 数 431名
上場取引所 東京証券取引所市場第一部

●株式会社ニッコー
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事 業 内 容 工具・器具機械等の仕入販売
資 本 金 90百万円

●タカノ機械株式会社　
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事 業 内 容 省力化機械の製造販売
資 本 金 50百万円

●台湾鷹野股份有限公司
住 所 中華民国台中市
事 業 内 容 検査装置の保守サービス
資 本 金 20百万新台湾元

●上海鷹野商貿有限公司
住 所 中華人民共和国上海市
事 業 内 容 オフィス椅子等の仕入販売
資 本 金 50万米ドル

●香港鷹野国際有限公司
住 所 中華人民共和国香港特別行政区
事 業 内 容 エレクトロニクス製品および製

品にかかる部品等の仕入・販売
（輸出入）

資 本 金 1百万香港ドル

2014年度の株主優待は、2014年9
月30日現在の株主のみなさまを対
象として、1,000株以上所有の株主
のみなさまへは下記の6点の商品の
中から1点お選びいただき贈呈いた
しました。
100株以上1,000株未満所有の株主
のみなさまへは、12月上旬に当社で
販売している「高嶺ルビーはちみつ
ラスクセット」を贈呈いたしました。
今後の優待品も、みなさまにお喜び
いただけるよう厳選の品をお送りす
る予定ですので、ご期待ください。

株主優待制度のご案内

※上記グループ会社はすべて出資比率100%の子会社です。

A.信州ワイン B.信州りんご

C.高級なめ茸「志賀の郷」 D.信州の山いも

E.信州富士見高原ハム・ソーセージ F.市田柿


